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　学校教育関係者の間で、青少年の認知・行動・社会性・自己評価上の問題に関し、矯正教育におけ
る教育モデルを、学校教育の現場に応用する可能性に対して、関心が高まっている。日本 LD（学習障
害）学会と特殊教育学会は、矯正教育の教育モデルに関するシンポジウムを開催し、宇治少年院などの
取り組みを紹介した。少年達の、言語による表現・理解・対人相互作用などの苦手や衝動性等に関して、
発達の遅れ・歪みとしての面に焦点を当て、科学的根拠に基づいて支援する教育モデルが、2000 年か
ら実施され、以降再入院率の低下という実績が上っている。教官による管理から生徒の自主へと段階的
に移行する指導計画や、基礎的な学力・体力の向上、このような基礎能力に裏打ちされた的確な自己評
価の確立という枠組みは、学校教育の現場でも適用することが可能であると考えられている。
 ライフサイエンス分野 TOPICS Life Science
　2005 年４月１日に発達障害者支援法が施行さ
れ、国は、自閉症、アスペルガー症候群とその他
の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障
害、その他これに類する脳機能の障害など、知的
障害のない発達障害児に対しても、早期発見・発
達支援を行なう責務があることが明確化された。
文部科学省は、2007年までに全小中学校において、
学習障害の特別支援教育に対応できる事を目途に、
体制の整備を目指している。このため、各自治体
や学校では、通常教室で行う事の出来る、具体的
な対応策が模索されている。
　学校教育関係者の間では、青少年の認知・行動・
社会性・自己評価上の問題に関し、矯正教育にお
ける教育モデルを応用する可能性に対して関心が
高まっている。日本LD（学習障害）学会や特殊教
育学会は、今年度大会のシンポジウムとして、宇
治少年院などの実践する矯正教育モデルを取り上
げた。
　矯正教育施設での教育方法の多くは、各施設の
方針に任されている。宇治少年院では、少年達の
中に、全般的には知的障害が無いにも関わらず、
読み書き計算・対人理解・協応動作の苦手や、衝
動性を示す者の居る事に注目した。これは、生物
学的、或は環境要因を問わず、発達の過程として
達成して行かなければならない課題の一部に、遅
れや歪みがあることによると推測した。そこで、
科学的根拠に基づいて、遅れている発達課題の達
成を支援し、歪んでいる部分をもう一度育て直す
教育モデルを開発し、2000 年から実践している。
それ以降、宇治少年院修了者の再入院率は低下し、
モデルの有効性が評価されつつあり、関西・中部
などの少年院・鑑別所でも、この教育モデルに基
づいた指導を実施するところが増えている。
　この軽度発達に焦点を当てた教育モデルでは、
11ヶ月間の指導計画を３期にわけ、先ず、①教官
による管理・指導的体制の下に、少年が安心して
自己の問題に対峙できる環境を整備する。次いで、
②教官の管理を緩め、少年が集団行動に参加する
ことによって、他人の話を聴いたり協同したりす
る能力、助け合いの気持ちを育成する。③更に管
理を緩め、少年が自己制御し、自主的に問題解決
できるよう促す。この為には、基礎的な読み・書き・
計算能力・体力の向上と、それに基づいた適切な
自己評価の育成が、必須である。大人の側は、①
少年の良い点や上達した点を、細やかに認め、具
体的にほめる事、②曖昧な見解や態度を避け、確
信を持って接する事が、重要であると指摘してい
る。但し、少女の矯正教育施設入院者に関しては、
少年の場合と異なる点が多く、別途検討する事が
必要とされている。
　このような段階的指導や、基礎的能力の向上と
自己評価の確立という枠組みは、学校教育にも適
用可能であると考えられている。勿論、発達障害
児への対応に関しては、医療関係者による診断・
治療や、心理専門家によるカウンセリングも重要
であるが、子供の実生活の多くの部分を占める学
校教育で、友人や大人を含む集団の現実的状況に
合わせて、発達の遅れや歪みを修正する事が重要
であり、且つ可能である事が示唆された。
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